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    教会創立１０３周年 
 

週  報 
2025 年 10 月 5 日 5362 週 

 

 【 今年度のテーマ・聖句 】 
「共に喜ぶ」 

―ハレルヤ わたしの魂よ主を讃美せよ― 

わたしたちの一つの体は多くの部分から成り立って

います。すべての部分が同じ働きをしていないよう

に、わたしたちも数は多いがキリストに結ばれて一つ

の体を形づくっており、各自は互いに部分なのです。 

（ローマの信徒への手紙 12章 4～5節） 

 

巻 

頭 
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牧
師 

加
藤
英
治 

 

私
に
影
響
を
与
え
て
く
れ
た
本
⑫ 

山
浦
玄
嗣
『走
れ
、
イ
エ
ス
！
』『イ
エ
ス
の
言
葉
』 

 

「
ケ
セ
ン
語
訳
聖
書
」
は
、
た
だ「
わ
か
り
や
す
い
、
地
域
の
言
葉
に
言
い
換
え
る
」
と

い
う
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ギ
リ
シ
ャ
語
原
文
か
ら
直
接
訳
し
て
い
ま
す
か
ら
、

「
な
ぜ
こ
の
言
葉
に
な
る
の
か
」「
な
ぜ
こ
う
訳
す
の
か
」
と
い
う
、
ち
ゃ
ん
と
し
た
根
拠

と
理
由
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 
山
浦
さ
ん
は
、
新
約
聖
書
、
特
に「
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
」の
イ
エ
ス
の
言
葉
が
、
ず
っ

と
よ
く
わ
か
ら
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
特
に「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、
真
理
で
あ

り
、
命
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
イ
エ
ス
の
自
己
紹
介
の
言
葉
。「
わ
か
っ
た
よ
う
で
、
わ

か
ら
な
い
」
。「
わ
た
し
は
良
い
羊
飼
い
」
は
ま
だ
わ
か
る
。
比
喩
と
し
て「
わ
た
し
は
羊

飼
い
み
た
い
だ
」と
言
え
る
。
で
も
、「
わ
た
し
」イ
エ
ス
は
、
一
人
の
人
間
で
あ
り
、
確
か

に
存
在
す
る「
も
の
」
な
の
に
、「
真
理
」
は
抽
象
的
な
概
念
「
こ
と
」
。
だ
か
ら「
わ
た
し

は
真
理
み
た
い
だ
」と
は
言
え
な
い
。 

 

そ
こ
で
山
浦
さ
ん
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
の
文
法
書
を
調
べ
、「
何
々
は
何
々
で
あ
る
」と
い

う
言
い
方
の
意
味
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
得
ま
す
。「
つ
ま
り
、『
わ
た
し
と
い

う
存
在
に
は≪

真
理≫

と
い
う〈
こ
と
〉の
示
す
意
味
内
容
が
、
属
性
と
し
て
備
わ
っ
て

い
る
』
と
い
う
こ
と
だ
。『
真
理
』
と
は『
あ
る
物
事
に
対
し
て
例
外
な
く
当
て
は
ま
り
、

そ
れ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
知
識
や
判
断
』
だ
。
イ
エ
ス
の
言
葉
の
前
後

関
係
か
ら
、『
あ
る
物
事
』と
い
う
の
は『
人
間
が
本
来
の
意
味
で
幸
せ
に
な
る
こ
と
』と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は『
人
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、
誰
に
で
も
当
て
は
ま
る
知

識
』
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。―

―
―

『
わ
た
し
』
に
は
こ
れ
が
そ
の
本
質
的
な
属
性
と
し

て
備
わ
っ
て
い
る―

―
―

結
局『
わ
た
し
は
真
理
で
あ
る
』と
訳
さ
れ
て
き
た
文
の
本
当

の
意
味
は
、『
わ
た
し
は
、
誰
で
も
が
幸
せ
に
な
れ
る
、
な
り
方
を
知
っ
て
い
る
』と
い
う

こ
と
に
な
る
。
」（『
走
れ
、
イ
エ
ス
！
』
よ
り
） 

こ
う
し
て
、
あ
の
イ
エ
ス
の
自
己
紹
介
は
、
次
の
よ
う
に
訳
さ
れ
ま
す
。「
俺
ァ
、
人
ォ

本
当
の
幸
せ
に
導
く
。
俺
ァ
、
人
ァ
本
当
に
幸
せ
に
な
る
な
り
方
ァ
教
え
る
。
俺
ァ
、
人

ォ
幸
せ
に
活
き
活
き
生
か
す
。
」
（『
イ
エ
ス
の
言
葉
』
よ
り
）「
わ
た
し
は
道
で
あ
り
、
真

理
で
あ
り
、
命
で
あ
る
。
」（
ヨ
ハ
ネ
十
四
・六
、
新
共
同
訳
） 

https://bapzion.com/


                       
 
                          
 
 
 
 
 

  
 
 

 
 
 
    

                          

 

 

 

 

 
  
 
 
 

 
 
 
 
 
 
                                                                                   
 
 
 
 

◎今週の集会(１０月５日～１０月１１日) 

 

＜聖書＞ ヨナ２：１１ 

            

８日(水) 祈祷会Ⅰ １０：３０ 

(司会：庄司まり子姉) 

 ８日(水) 祈祷会Ⅱ  １９：３０ 

  (奨励：加藤英治牧師)  

  

 

  
◆ 主日礼拝    午前 10 時 30 分 
 

司会 下川礼子執事 

奏楽 山下一惠姉 

 

前  奏  

招  詞  ルカ２３：３４ 

頌  栄  ６６９(みさかえあれ(B))             

主の祈り   (新生讃美歌の扉を参照)」 

交  読  ３４(伝道者の足) 

讃  美  ３７７(ああうるわしきシオンの朝) 

聖  書  ヨナ １：１～２：１ 

(新共同訳旧 1445ｐ 口語訳旧 1281ｐ) 

祈  祷 

子どもメッセージ        加藤英治牧師 

讃  美 ４２(朝の光の中で)      聖歌隊 

宣  教 「 主はあなたを呼ぶ、 

そしてだれをも呼ぶ 」  

加藤英治牧師 

祈  祷 

讃  美  ３７８(海よりも深い主の愛)  

献  金          祈り：庄司 眞兄  

                 (兄弟会) 

頌  栄  ６７２(ものみなたたえよ(Ｂ))    

祝  祷            加藤英治牧師 

後  奏  

報  告 

◎今月の聖句 

「神は、その独り子をお与えになった
ほどに、世を愛された。独り子を信
じる者が一人も滅びないで、永遠の
命を得るためである。」 
（ヨハネによる福音書 

３章１６節）            

 

今月の当番役員 

 島田利一 田中登美子 

 

 
本日の集会 

教会学校   
 

 

 

 

 

主日礼拝の当番 

受付：二木榮子 持田文重  

   島田利一(当番役員) 

お花：酒井光子 

 
主の晩餐式   11：50～12：05 
配餐： 大森秀夫  磯部みゆき 
    林田佳代子 安武由美子 
常会      12：10～12：45 
会堂清掃    常会後 
クリスマス実行委員会 

今週の聖書日課と祈り        

５日(日) ヨナ１：１～１６      金井佳世子    

６日(月) マタイ ６：７～１３   鎌田美穂子 

７日(火) 詩編 １３９：１～１０   亀田千鶴子 

８日(水) ローマ ８：３１～３９   岸川久代 

９日(木) ルカ １１：２９～３２  木村正美 

１０日(金) 詩編 １３９：１３～１８ 酒井光子 

１１日(土) ローマ ８：２６～２８  酒井みどり 

 

 
 
 
 
 

 

幼小科  

１０：３０～１１：４０ 

中高科、青年・成人科 

９：３０～１０：１５ 


